
　

地
域
の
防
災
・
減
災
力
の
向
上
の
た
め
、
8
月
31
日
に
市
内
一
斉
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
8
時
に
震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
市
内
86
地
区
及
び
自
主
防
災
組
織
の

約
７
，
３
７
０
名
が
参
加
し
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
韮
崎
市
特
定
地
区
防
災
訓
練
と
し
て
、
円
野
町
及
び
清
哲
町
の
う
ち
韮
崎
北
西
小
学
校
を
避
難
所
と

す
る
地
区
で
は
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
「
減
災
」
を
目
的
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
避
難
所
自
主
運
営
訓
練
を

実
施
し
た
ほ
か
、
旭
町
の
山
口
地
区
で
は
、
峡
北
消
防
本
部
の
協
力
に
よ
り
、
自
動
車
か
ら
の
人
命
救
助
訓
練
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
救
急
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
「
自
助
」
と
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
「
共
助
」
が
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
東
日
本
大
震
災
や
、
広
島
で
発
生
し
た
大
規
模
土
砂
災
害
等
を

教
訓
に
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

地域住民による小学校での施設利用合意書の作成訓練の様子　　
（韮崎北西小学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

非常食（アルファ米）炊き出し訓練の様子（韮崎北西小学校）

韮
崎
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

地
域
の
防
災
・
減
災
力
の
向
上
の
た
め

NPO 減災ネットやまなしによる、減災
講習（韮崎北西小学校）

班編成による避難の様子
（韮崎北西小学校）

AED による救命救急訓練の様子
（旭町山口地区）

峡北消防本部の隊員による救出訓練
（旭町山口地区）

実際に災害が起きたことを想定
した訓練で、緊張感があり非常
にためになりました。有事の際
に実際に行動に移せるかどうか
は、こういった訓練が重要だと
改めて感じました。
柳本ゆきみさん（左）　清水美
和さん（右）　（旭町山口地区）
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　第４８回山梨県消防団員操法大会（小型ポンプ操法）が９月
７日、ＮＥＣプラットフォームズ株式会社駐車場で開催されま
した。消防団員の日ごろの訓練の成果を発表することで、消防
技術の向上と士気の高揚を図り、消防活動の充実発展に寄与す
ることを目的とする本大会には、県内の消防団８隊が出場。会
場に張りつめる緊張感の中、旭分団は１番隊として堂々と訓練
の成果を披露しました。
　指揮者を務めた田中俊彦選手は、「５ヶ月にも及ぶ訓練は、
本当に大変でした。この間、様々なアクシデントを乗り越え、
ひとつのチームとしてやってこられたのは、仲間である団員の
協力、家族、地域、職場の理解があったからです。ご指導いた
だいた韮崎消防署の方々、応援分団の皆さん、練習場所を提供
いただいたＪＡ梨北さんと、本当に多くの方々に助けられる中
で大役を果たすことができ、操法演技を終えた時は、みんなで
やり遂げたことへの熱い想いが溢れてきました。この貴重な経
験を忘れず、今後の消防活動に活かしていきたいと思います。」
と感想を述べていました。旭分団の皆さん、お疲れ様でした。

自
主
防
災
組
織 

　
連
絡
協
議
会
の
設
立  

　

近
年
、
集
中
豪
雨
等
の
自
然
災

害
、
火
災
や
事
故
等
に
よ
り
、
各

地
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
態
様
も
多
様
化
、
大
規

模
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
い
将
来
に
お
い
て
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
地

震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

安
心
・
安
全
に
関
す
る
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　　　

自
主
防
災
組
織
も
地
区
の
防
災

活
動
の
み
を
行
う
の
で
は
な
く
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
地

域
の
様
々
な
活
動
と
防
災
活
動
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
、
同
時
に

様
々
な
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
が

活
動
の
活
性
化
や
継
続
に
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
い
ざ
と
い
う
時
に
機

能
す
る
自
主
防
災
組
織
の
設
置
」

を
目
標
に
地
域
で
の
活
動
や
連
携

が
防
災
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
捉
え
、
本
年
度
「
韮

崎
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー 

　
連
絡
協
議
会
の
設
立

　

ま
た
市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
機
能
す
る
自
主
防
災
組
織
を
ど

の
よ
う
に
実
現
さ
せ
る
か
を
重
点

目
標
に
、
そ
の
核
に
な
る
人
づ
く

り
と
し
て
、平
成
24
年
度
よ
り「
韮

崎
市
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
育

成
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
に
、
１
３
２
名
の
方

が
こ
れ
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
持

続
可
能
な
自
主
防
災
づ
く
り
に
向

け
た
、
更
な
る
防
災
・
減
災
の
知

識
と
技
能
を
有
す
る
人
づ
く
り
」

を
目
的
に
、「
韮
崎
市
地
域
減
災

リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
と
連
携
を
図
る
中
で
、
地

域
防
災
ま
た
、
自
助
・
共
助
の
礎

を
築
く
重
要
な
組
織
と
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
（
内
線
３
３
９・
３
９
９
）

操法を披露する選手の勇姿

大会に出場した旭分団の選手の皆さん

防
火
管
理
新
規
講
習
会
の 

ご
案
内

　

防
火
管
理
者
と
は
、
多
数
の
人

が
利
用
す
る
建
物
な
ど
の
火
災
に

よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
防

火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成

し
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を

行
な
う
責
任
者
の
こ
と
で
す
。

　

次
の
日
程
で
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
11
日
（
火
）
～
12
日
（
水
）

　

両
日
と
も
９
時
～
16
時
20
分

■
会
場　

　

峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
（
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か
）

■
受
講
費　
４
，
０
０
０
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
含
む
）

■
受
付
期
間

　

10
月
20
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

　

９
時
～
17
時

※
案
内
、
申
込
書
は
峡
北
消
防
本

　

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

峡
北
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
３

−

７
１
１
９

県消防団員操法大会で消防団旭分団が
小型ポンプ操法を披露！

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
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